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	子どもの声フォーラム
	AI時代に、子どもの声をどう聴くか
	14:00~16:30

	大人には聞こえない、
	子どもの声がある。
	40%
	38%
	ここでしか聞けない、   つのこと
	子どもは、AIと人で
	こども家庭庁（取組説明）オンラインご協力
	WHCH TOKYO BASE カンファレンスルーム




	話さないのは、悩みがないからじゃない。
	周りに合わせて疲れる 　　　%。その「もやもや」がどこへ向かうのかは、当日お話しします。
	聴講対象
	保護者
	教職員
	自治体・支援機関
	企業
	(CSR担当等)
	学生・生徒
	メディア


	プログラム (予定)
	AI時代に、子どもの声をどう聴くか？


	登壇者（予定）
	木村 真人
	大阪国際大学教授
	（学生相談担当）

	千 ゆう子
	mimi代表
	東京大学大学院生
	その他の登壇者

	鈴川 みやこ
	戸田 愛子
	村田 知優
	野上 真依子
	曽我 邦彦

	「子どもたちの声」をカタチに


